




















 ・「活用語の終止形 または 連体形」 ＋ 「格助詞 ガ または ヲ」 














引き出す （キリン一番搾り cf ナレーション、2008.6.4 録画） 
(2) かわいいが
．
好き！ （米子空港売店 どじょう掬いまんじゅうコピー、2009.11.1 撮影） 
(3) 薄いに
．
、恋して。 （携帯電話 薄型機種 pst.、2007.7.29 撮影） 
(4) 祝うを
．



















(6)  ウレシイ！をカタチに。 （消費者金融・レイク pst.、2008.5.12 撮影） 
(7) 家を買う、を
．
ギャンブルにしない。 （住宅情報会社 地下鉄車内 pst.、 2012.3.3 撮影） 
(8) 列車を選ぶ人は、君のいいなを
．
願う人です。（JR 東日本 pst.、2007.1.20 撮影） 
(9) 看護師の“はたらく”を
．









つくる。 （サントリー 缶ビールパッケージ、2006.5.26 撮影） 
(11) 本物の「うまさ」を
．
贈りたい。 （アサヒ缶ビール広告 pst.、2007.11.20 撮影） 
(12) おいしいを
．
、日本の畑から。 （東都生活協同組合 新聞折込チラシ 2008.4） 
(13) おいしさを
．

























                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
2 例えば、山田孝雄「引用の語句はその文中に於いては体言と同等のものとして取り扱はるゝものなるが、その
取扱は大体準体句に準ぜられる。 《 中略 》 引用の語句も亦主格、賓格、補格として用ゐられ、又往々連体格と
しても用ゐらるゝことあり。」（『日本文法学概論』 第五十六章 引用の語句）、藤田保幸 「引用されたコトバと
は、表現されるべき対象世界において所与のコトバが、実物表示されて、つまりは、類似的に模写・写像されて出
てくるものであった。いわば、模写・写像されて再現された対象世界の一断片である。 《 中略 》 端的にいえ
ば、文中にとり込まれ、一定の分布・一定の位置をとらされることで、相対的に品詞的役割を付与されるのだと見る












つくれる!! （エッセンシャル cf 字幕、2009.2.18 録画） 
(17) すっぱいは
．
、ハッピーのもと。 （カンロ 果汁グミ 車内 pst.、2009.7.2 撮影） 
(18) 懐かしいは
．





























  検索キーとして、「品詞」を「助詞-格助詞%」または「助詞-副助詞%」 










                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    















  １，キー 
  ２，後文脈（キーの直後の文字列頭での並び替え） 









  「連体形＋がため%」（ため、ために、ための等を含む。漢字表記「為」のものも） 
  「連体形＋がゆえ%」（ゆえに、ゆえの、ゆえなり等を含む。漢字表記「故」のもの
も） 


















































































































































































































 陽-191701-039_戯曲 生きんとすれば─二幕─_口語） 
(43) |『あら、|隱すも
．
隱さないも
．
有りませんよ。|婆アやも一處ですから、|あの人に聽いて
も分りまさアね。|（太陽-190107-020_東京病_口語） 
(44)メーブルとの結婚は眼に見えて駄目になるの他ない。|然し、|父親の惡事を表むきにす
るも
．
しないも
．
、|ビイチの胸三寸のうちにあることで、|自分にはどうする力もない。|
（太陽-192514-043_長篇探偵小説 ハートの九『第八回』_口語） 
(45)我等兩人は長途の旅の勞も忘れて、|喜ぶも
．
喜ばないも
．
あつたものぢやない。|實に嬉し
かつた。|（太陽-191713-047_岩村透君の手紙_口語） 
(46) |『奈何いふ譯でせう、|何處が氣に入らないのでせう。』|『氣に入るも
．
入らないも
．
無
い。|極氣が小さく吝に出來て、|惡く云やア吝嗇だから思切つたお金は中々出し得な
いのサ。（太陽-190105-024_投機_口語） 
(47) |其頃はまだ其處は誰の許可地でもなかつた、|採取人は誰の許可地であるも
．
ないも
．
頓
着せず、|唯だ砂金が多くあると云ふ故、|無暗に堀りに行きて數百人も集まつた、|（太
陽-190101-031_北海道枝幸砂金地巡見_口語） 
 (47)「～である／ない」は厳密には助動詞とその否定のペアであるが、類例としてここ
に挙げた。それぞれが助詞モを伴う動詞の肯定－否定ペアは、伝統的な「行くも
．
行かぬも
．
別れては」「知るも
．
知らぬも
．
逢坂の関」（後撰集 雑一・1089）などの連体形準体法に由
来するものであり、今日的な終止形準体法に対する何らかの間接的な影響については、先
に４．１．３．の末尾に述べたとおり、注意深く検討するべきであろう。 
 なお、これら［肯定＋モ 否定＋モ］に続く述語部分に来るものは、「ない」（(42)(46)）
や「ありません」（(43)）「あったものじゃない」（(45)）など、ほぼ同一の内容を表すも
のである。肯定・否定ともにいずれも選択肢として「ない」ことを表すこれらの類型的な
表現は、(47)「頓着せず」の例を含め、「肯定か否定かというかたちで行われる問題設定
じたいが、存在し得ないか、問うに値しない」ことを意味する。その点でこれらは、先に
見た形容詞の(29)(30)と特に近い。 
 対義語のペアを用いる形容詞の場合（(24)～(31)）と、肯定－否定のペアを用いる動詞
の場合（(38)～(47)）とは、対比の示し方が異なるだけで、これらはいずれも、対比的な
二項に代表されるある種のカテゴリ提示の働きを持つ。大半は旧来の連体形準体法に由来
するものでありながら、引用的な要素を備える点において今日的な終止形準体法との類似
性を持つことは、注意される傾向であろう。 
 
５． おわりに 
 コーパスから得られた用例の検討を通じて知られる限り、近代における〈終止形準体法〉
相当の（または類似する）表現は、思いのほか多様である。実際の用例の検討を通じて、本
稿では、特徴的な類型の存在を指摘し、それらの意味構造と準体的であることの関連性に
ついて主に考察したが、これらに準ずるものとして、なお、次のような複合的なもの（(48)）
や一部が省略されたもの（(49)）も見られる。 
209
 (48) |勝ちさへすれば宜いとするのは丁度腹さへ充つれば宜いとするやうなもので、|それ
では旨いも
．
旨くないも
．
酸いも
．
甘いも
．
鹽加減も何も論は無いといふもので、|まるで滅
茶苦茶である。|（太陽-192513-029_将棋のたのしみ_口語） 
(49) 太陽－190911－023＿表白＿口語：』|と寛三は答へたが、|腹の中では|『現在自分の
弟の妻が死にかゝつてると云ふに、|忙がしいも
．
ないもんだ』|と云ふやうな反感がむ
ら～～と起つたのだ。| しばらくして、|二人は病室を出て（太陽-192513-029_将棋
のたのしみ_口語） 
 また、文語文を基調とした文脈の中で、旧来の連体形終止法が、古語の連体形ではなく
現代語の語形で行われる例が、わずかながらも見受けられることを付記しておきたい。(50)
は二段動詞が一段化して、(51)はナ変動詞が四段化して、それぞれ現代語と同じ終止連体
形に格助詞ヲが伴われたものと見られるが、いずれも今日的な終止形準体法との区別は截
然と付けづらい。 
(50) |余は、|之を祝す。|左れど、|此に極めて明白なる一事あるに、|其事のあまりに明白す
ぎるを
．
以て、|諸君は此際或いは失念せられたるならんか。|余は、|更ためて此一事を
注意すべし。|（女学雑誌-189427-03-卒業は始業なり） 
(51)あれで年は六十四、白粉をつけぬがめつけ物なれど丸髷の大きさ、猫なで聲して人の
死ぬを
．
も構はず、大方臨終は金と情死なさるやら、夫れでも此方どもの頭の上らぬは
彼の物の御威光（AX_たけくらべ（樋口一葉）） 
 これらと、今日的な〈終止形準体法〉との連関や異同など、注意深く考察すべき点は多
い。本稿は、ひとまずの記述と問題提起に終わったが、コーパス利用で可能となる効率的
な用例収集と分析を通じて、その歴史的な背景や位置付けなどの解明に向け分析を継続し
たい。 
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